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(57)【要約】
　眼科手術システムのおよび眼科手術システムのための
システム、装置および方法が開示される。眼科手術シス
テムは、ユーザが手術部位を視認し得る手術用顕微鏡を
含み得る。手術用顕微鏡と通信する表示装置は、手術用
顕微鏡の視野内にグラフィックオーバーレイを出力し得
る。グラフィックオーバーレイは、手術用具に関連する
１つまたは複数の設定可能なパラメータを表示し得る。
ユーザは、視野を可視化しながら、入力装置を用いて１
つまたは複数の設定可能なパラメータを調整し得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼科手術システムであって、
　ユーザに手術部位の視野を提供するように動作可能な手術用顕微鏡と、
　前記手術用顕微鏡と通信する表示装置であって、前記手術用顕微鏡の前記視野内にグラ
フィックオーバーレイを出力するように動作可能な表示装置と、
　前記ユーザが前記手術用顕微鏡を使用して前記視野を可視化する間、前記手術部位に関
連する手術作業を行うように動作可能な用具であって、前記グラフィックオーバーレイが
、前記用具に関連する１つまたは複数の設定可能なパラメータを表示する、用具と、
　前記ユーザが前記手術用顕微鏡を使用して前記視野を可視化する間、前記グラフィック
オーバーレイを使用して前記用具に関連する前記１つまたは複数の設定可能なパラメータ
を調整するように動作可能な入力装置と
を含む、眼科手術システム。
【請求項２】
　前記表示装置が、前記グラフィックオーバーレイと前記手術部位の前記視野とを同時に
表示するように動作可能である、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記グラフィックオーバーレイが、前記１つまたは複数の設定可能なパラメータの設定
値または現在の状態の少なくとも一方のグラフィック表示を含む、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項４】
　前記グラフィックオーバーレイが、前記１つまたは複数の設定可能なパラメータを修正
するように動作可能な調整フィールドを含む、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記用具が、切断プローブ、硝子体切除術用プローブ、水晶体超音波乳化吸引術用プロ
ーブ、レーザプローブ、切除プローブ、ジアテルミープローブ、真空プローブ、フラッシ
ングプローブ、鋏、鉗子、注入装置、吸引装置、照明装置、レーザ、または内視鏡可視化
プローブの少なくとも１つを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のパラメータが、切断速度、動作周波数、注入圧力、別の注入圧力
、照明レベル、照明波長、真空吸引レベル、レーザ出力、レーザパルス持続時間、レーザ
波長、レーザエネルギージアテルミー出力、またはジアテルミーエネルギーの少なくとも
１つを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記入力装置が、撮像装置、足踏みスイッチ、タッチ感知パッド、タブレット装置、ジ
ェスチャ制御装置、音声認識装置、または視線制御装置の少なくとも１つを含む、請求項
１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記手術用顕微鏡、前記表示装置、前記用具、または前記入力装置の少なくとも１つと
通信する手術用コンソールを更に含み、前記手術用コンソールが、前記１つまたは複数の
設定可能なパラメータの調整を示す制御信号を受信しかつそれに応答するように構成され
る、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記ユーザが前記手術用顕微鏡を使用して前記視野を可視化する間、前記手術部位に関
連する手術作業を行うように動作可能な第２の用具を更に含み、前記グラフィックオーバ
ーレイが、前記第２の用具に関連する１つまたは複数の設定可能なパラメータを表示する
、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　眼科手術システムであって、
　計算装置であって、
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　　眼科手術処置中に手術作業を行うように動作可能な用具に関連する１つまたは複数の
設定可能なパラメータを含むグラフィックオーバーレイを表す表示データを出力すること
と、
　　前記グラフィックオーバーレイを使用してユーザ入力を受信することであって、前記
ユーザ入力が、前記用具に関連する前記１つまたは複数の設定可能なパラメータを調整す
る、受信することと、
　　前記ユーザ入力に基づいて前記用具に制御信号を出力することであって、前記制御信
号が、前記用具に関連する前記１つまたは複数の設定可能なパラメータを調整する、出力
することと
を行うように動作可能な計算装置と、
　手術用顕微鏡の視野内に前記グラフィックオーバーレイを提供するように動作可能な表
示装置と
を含む、眼科手術システム。
【請求項１１】
　前記表示装置が、前記グラフィックオーバーレイと前記手術部位の前記視野とを同時に
表示するように動作可能である、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記表示データが、前記１つまたは複数の設定可能なパラメータの設定値または現在の
状態の少なくとも一方のグラフィック表示を含む、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記表示データが、前記１つまたは複数の設定可能なパラメータを修正するための調整
機能部のグラフィック表示を含む、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記ユーザ入力が、ユーザのジェスチャ、用具動作、足踏みスイッチボタンの選択、ま
たは用具ボタンの選択の少なくとも１つを表す、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１５】
　計算装置が、前記グラフィックオーバーレイを選択的に表示または非表示にするための
ユーザ入力を前記入力装置から受信するように更に動作可能である、請求項１０に記載の
システム。
【請求項１６】
　眼科手術システムを動作させる方法であって、
　眼科手術処置中に手術作業を行うように動作可能な用具に関連する１つまたは複数の設
定可能なパラメータを含むグラフィックオーバーレイを表す表示データを計算装置から表
示装置に出力することと、
　患者の眼を可視化するためにユーザによって動作可能な手術用顕微鏡の視野内に前記グ
ラフィックオーバーレイを表示することと、
　前記グラフィックオーバーレイを使用してユーザ入力を受信することであって、前記ユ
ーザ入力が、前記用具に関連する前記１つまたは複数の設定可能なパラメータを調整する
、受信することと、
　前記ユーザ入力に基づいて前記用具に制御信号を出力することであって、前記制御信号
が、前記用具に関連する前記１つまたは複数の設定可能なパラメータを調整する、出力す
ることと
を含む、方法。
【請求項１７】
　前記表示データが、前記１つまたは複数の設定可能なパラメータの設定値または現在の
状態の少なくとも一方のグラフィック表示を含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記表示データが、前記１つまたは複数の設定可能なパラメータを修正するための調整
機能部のグラフィック表示を含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
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　前記ユーザ入力が、ユーザのジェスチャ、用具動作、足踏みスイッチボタンの選択、ま
たは用具ボタンの選択の少なくとも１つを表す、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記グラフィックオーバーレイを選択的に表示または非表示にするためのユーザ入力を
前記入力装置から受信することを更に含む、請求項１６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、眼科手術装置、システムおよび方法を対象とする。より詳細には、限定され
るものではないが、本開示は、手術用顕微鏡を通して手術野を視認しながら眼科手術シス
テムの選択可能な動作パラメータを入力する装置、システムおよび方法を対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　手術処置中、手術用顕微鏡は、患者の眼などの手術野を視認するために使用される。手
術処置で使用される手術用コンソールは、手術処置を行うために使用される種々のシステ
ムを含む。例えば、手術用コンソールは、特徴の中でもとりわけ、手術野を照明するため
の光源、手術用プローブを動作させるための駆動システム、眼圧を制御するための流体工
学サブシステムなどを有し得る。照明器、硝子体切除術用プローブ、および注入カニュー
レなどの種々の用具が手術用コンソールに接続される。これらの用具は、手術処置中、外
科医または他の医療専門家などのユーザにより患者の眼に挿入されることがある。ユーザ
は、手術用顕微鏡を通して手術野を視認しながら、用具の１つまたは複数を操作すること
により手術処置を行い得る。
【０００３】
　典型的には、用具の動作設定は、手術用コンソール自体で制御される。異なる用具の動
作設定は、とりわけ所望の眼圧、所望の切断速度、および所望の照明レベルを含み得る。
いくつかの事例では、これらの設定を変更するためにコンソール上のダイヤルまたはノブ
が使用される。他の事例では、タッチスクリーンディスプレイが手術用コンソールに一体
化される。ユーザは、変更を加えるためにコンソールディスプレイのグラフィカルユーザ
インタフェース（ＧＵＩ）と対話し得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　処置中にコンソール設定を変更することにより処置が中断される。例えば、ユーザは、
顕微鏡光学系から顔を上げ、コンソールに移動して、コンソールの設定を手動で変更する
必要があり得る。代替的に、ユーザは、コンソールに移動して手動で設定を変更しなけれ
ばならない助手に対し、どのような変更を望むかを指示する場合がある。コンソール設定
を変更するこのような手順は、手術ワークフローに非効率性をもたらす。手術野に焦点を
維持するよりむしろ、ユーザの注意および／または身体が手術用コンソールに向けられる
か、または単にユーザに応答するのみのために助手が必要となる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示は、ユーザに手術部位の視野を提供するように動作可能な手術用顕微鏡を含み得
る例示の眼科手術システムについて説明する。システムはまた、手術用顕微鏡と通信する
表示装置を含み得る。表示装置は、手術用顕微鏡の視野内にグラフィックオーバーレイを
出力するように動作可能であり得る。システムはまた、ユーザが手術用顕微鏡を使用して
視野を可視化する間、手術部位に関連する手術作業を行うように動作可能な用具を含み得
る。グラフィックオーバーレイは、用具に関連する１つまたは複数の設定可能なパラメー
タを表示し得る。システムはまた、ユーザが手術用顕微鏡を使用して視野を可視化する間
、グラフィックオーバーレイを使用して用具に関連する１つまたは複数の設定可能なパラ
メータを調整するように動作可能な入力装置を含み得る。
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【０００６】
　本開示はまた、グラフィックオーバーレイを表す表示データを出力するように動作可能
な計算装置を含む眼科手術システムを開示する。グラフィックオーバープレイを表すデー
タは、眼科手術処置中に手術作業を行うように動作可能な用具に関連する１つまたは複数
の設定可能なパラメータを含み得る。計算装置はまた、グラフィックオーバーレイを使用
してユーザ入力を受信するように動作可能であり得る。ユーザ入力は、用具に関連する１
つまたは複数の設定可能なパラメータを調整し得る。計算装置はまた、ユーザ入力に基づ
いて用具に制御信号を出力するように動作可能であり得る。制御信号は、用具に関連する
１つまたは複数の設定可能なパラメータを調整し得る。計算装置はまた、手術用顕微鏡の
視野内にグラフィックオーバーレイを提供するように動作可能な表示装置を含み得る。
【０００７】
　加えて、本開示は、眼科手術システムを動作させる方法を対象とする。方法は、グラフ
ィックオーバーレイを表す表示データを計算装置から表示装置に出力することを含み得る
。グラフィックオーバーレイは、眼科手術処置中に手術作業を行うように動作可能な用具
に関連する１つまたは複数の設定可能なパラメータを含み得る。方法はまた、患者の眼を
可視化するためにユーザによって動作可能な手術用顕微鏡の視野内にグラフィックオーバ
ーレイを表示することを含み得る。方法は、グラフィックオーバーレイを使用してユーザ
入力を受信することであって、ユーザ入力が、用具に関連する１つまたは複数の設定可能
なパラメータを調整し得る、受信することを含み得る。いくつかの方法はまた、ユーザ入
力に基づいて用具に制御信号を出力することを含み得る。制御信号は、用具に関連する１
つまたは複数の設定可能なパラメータを調整し得る。
【０００８】
　本開示の種々の態様は、以下の特徴の１つまたは複数を含み得る。表示装置は、グラフ
ィックオーバーレイと手術部位の視野とを同時に表示するように動作可能であり得る。グ
ラフィックオーバーレイは、１つまたは複数の設定可能なパラメータの設定値または現在
の状態の少なくとも一方のグラフィック表示を含み得る。グラフィックオーバーレイは、
１つまたは複数の設定可能なパラメータを修正するように動作可能な調整フィールドを含
み得る。用具は、切断プローブ、硝子体切除術用プローブ、水晶体超音波乳化吸引術用プ
ローブ、レーザプローブ、切除プローブ、ジアテルミープローブ、真空プローブ、フラッ
シングプローブ、鋏、鉗子、注入装置、吸引装置、照明装置、レーザ、または内視鏡可視
化プローブの少なくとも１つを含み得る。１つまたは複数のパラメータは、切断速度、動
作周波数、注入圧力、別の注入圧力、照明レベル、照明波長、真空吸引レベル、レーザ出
力、レーザパルス持続時間、レーザ波長、レーザエネルギージアテルミー出力、またはジ
アテルミーエネルギーの少なくとも１つを含み得る。入力装置は、撮像装置、足踏みスイ
ッチ、タッチ感知パッド、タブレット装置、ジェスチャ制御装置、音声認識装置、または
視線制御装置の少なくとも１つを含み得る。システムは、手術用顕微鏡、表示装置、用具
、または入力装置の少なくとも１つと通信する手術用コンソールを更に含み得る。手術用
コンソールは、１つまたは複数の設定可能なパラメータの調整を示す制御信号を受信しか
つそれに応答するように構成され得る。システムは、ユーザが手術用顕微鏡を使用して視
野を可視化する間、手術部位に関連する手術作業を行うように動作可能な第２の用具を更
に含み得る。グラフィックオーバーレイは、第２の用具に関連する１つまたは複数の設定
可能なパラメータを表示し得る。ユーザ入力は、ユーザのジェスチャ、用具動作、足踏み
スイッチボタンの選択、または用具ボタンの選択の少なくとも１つを表し得る。計算装置
は、グラフィックオーバーレイを選択的に表示または非表示にするためのユーザ入力を入
力装置から受信するように動作可能であり得る。
【０００９】
　前述の概要と以下の図面および詳細な説明との両方が、本質的に例示的および説明的な
ものであると共に、本開示の範囲を限定することなく本開示の理解を与えることを意図し
たものであることを理解されたい。その点に関して、本開示の追加的な態様、特徴、およ
び利点は、以下の内容から当業者に明らかになるであろう。
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【００１０】
　添付の図面は、本明細書に開示するシステム、装置および方法の実装形態を図示してお
り、説明と共に本開示の原理を解説する役割を果たす。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】例示の眼科手術システムの図である。
【図２】例示の眼科手術システムのブロック図である。
【図３】図２の計算装置のブロック図である。
【図４】図２の手術用顕微鏡の視野に重なる例示のグラフィックオーバーレイを示す。
【図５】眼科手術システムを動作させる例示の方法のフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　これらの図は、以下の詳細な説明を参照することにより、より良く理解されるであろう
。
【００１３】
　本開示の原理の理解を促進する目的で、ここで、図面に図示されている実装形態に言及
し、特定の用語を使用してこれらの実装形態を説明する。それでもなお、本開示の範囲を
限定するように意図されていないことが理解されるであろう。説明する装置、器具、方法
に対する任意の改変形態および更なる修正形態、ならびに本開示の原理の任意の更なる応
用は、本開示が関係する技術分野の当業者が通常想到し得るものとして十分に考慮される
。特に、１つまたは複数の実装形態を参照して説明した特徴、部品、および／またはステ
ップが、本開示の他の実装形態を参照して説明した特徴、部品、および／またはステップ
と組み合わされ得ることが十分に考慮される。簡潔にするために、いくつかの事例では、
図面全体を通して同一または類似の部分を指すように同一の参照番号が使用される。
【００１４】
　本開示は、概して、手術用顕微鏡におけるヘッドアップディスプレイを通じて眼科手術
用コンソールの設定を調整するための装置、システムおよび方法に関する。グラフィック
オーバーレイは、手術用顕微鏡の光路に提供されて、ユーザが手術野とグラフィックオー
バーレイとを同時に視認することを可能にし得る。グラフィックオーバーレイは、種々の
手術用具に関連するコンソール設定を含むＧＵＩを提供する。ユーザは、ＧＵＩを介して
コンソール設定を選択するためのユーザ入力を提供し得る。例えば、ユーザ入力は、足踏
みスイッチ、用具追跡システム、ジェスチャ／動作認識システム、または他の入力機構も
しくは装置を介して受信され得る。
【００１５】
　本開示の装置、システムおよび方法は、多くの利点をもたらす。手術処置の効率は、コ
ンソール設定を変更するために手術処置中にユーザが行わなければならないであろう余分
なステップを省くことにより向上させ得る。例えば、外科医は、助手に依存せずにまたは
手術用顕微鏡から離れずにコンソール設定を直接変更し得る。手術処置の安全性も、ユー
ザが手術野に焦点を維持することを可能にすることにより向上させ得る。グラフィックオ
ーバーレイは手術用顕微鏡を通して視認可能であるため、ユーザは、手術用顕微鏡の視野
に自身の焦点を維持し得る。
【００１６】
　図１は、例示の眼科手術システム１００を図示する。システム１００は、代表的な通信
経路１４０に沿って手術用コンソール１５０と通信する手術用顕微鏡１２０を含む。シス
テム１００は、前眼部処置、後眼部処置、硝子体網膜処置、硝子体切除処置、白内障処置
および／または他の所望の処置などの種々の眼科処置において使用され得る。
【００１７】
　図示する例示の実装形態において、手術用顕微鏡１２０は、接眼レンズ１２２、１２４
と、支持体またはフレーム１３０と、光学系ハウジング１３２とを含む。患者の眼は、眼
から反射された光が光学系ハウジング１３２を通って進み、接眼レンズ１２２、１２４で
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受光されたときに手術用顕微鏡１２０を使用して視認され得る。接眼レンズ１２２、１２
４を通して手術部位または手術野を見るユーザのビューは、手術用顕微鏡１２０のヘッド
アップディスプレイとして参照され得る。いくつかの事例において、接眼レンズ１２２、
１２４の一方は、外科医または他の医療専門家などの１次ユーザにより使用される１次接
眼レンズとして機能する。接眼レンズ１２２、１２４の他方は、助手または他の医療専門
家などの２次ユーザにより使用される２次接眼レンズとして機能し得る。光学系ハウジン
グ１３２は、ユーザが手術野を視認することを可能にする、レンズ、ミラー、フィルタ、
回折格子、および／または他の要素を含む１つまたは複数の光学部品を含む。光学系ハウ
ジング１３２はまた、患者の眼から反射された光を各接眼レンズ１２２、１２４に対する
別個の光路に向けるための光学部品を含み得る。本明細書で論じる顕微鏡１２０は、単眼
または双眼顕微鏡であり得、また、複合顕微鏡、立体顕微鏡、またはデジタル顕微鏡であ
り得る。
【００１８】
　手術用顕微鏡１２０はまた、表示装置または画面１２６、１２８を含み得る。表示装置
は、手術用顕微鏡１２０に固定的または取り外し可能に結合され得る。いくつかの実装形
態において、表示装置１２６、１２８は、接眼レンズ１２２、１２４を介してユーザによ
り観察される手術野のリアルタイムの映像送信を表示する。以下で図２を参照して説明す
るように、手術用顕微鏡１２０は、ユーザの視野を撮像するための撮像装置を含み得る。
他の事例において、表示装置１２６、１２８は、コンソール設定および／または患者の眼
に関する医療情報のグラフィック表示を出力し得る。いくつかの事例において、患者の眼
に関する情報のグラフィック表示は、光干渉断層撮影（ＯＣＴ）画像、蛍光眼底血管造影
画像、インドシアニングリーン血管造影画像、眼底撮影画像、細隙灯生体顕微鏡画像、他
の好適な画像、および／またはこれらの組み合わせを含み得る。
【００１９】
　手術用コンソール１５０は、基部ハウジング１０２と、眼科手術処置中に使用され得る
１つまたは複数のサブシステムとを含む。サブシステムは、手術作業を行うためにユーザ
により眼に挿入される関連する用具を含み得る。例えば、サブシステムの１つは、手持ち
手術器具１１４と通信する手術器具制御システム１１２であり得る。手術器具１１４は、
器具１１４およびコンソール１５０が機械的通信、電気通信、空気圧通信、および／また
は他の所望の種類の通信を行うように導管を介してコンソール１５０に結合され得る。手
術器具１１４は、切断プローブ、硝子体切除術用プローブ、水晶体超音波乳化吸引術用プ
ローブ、レーザプローブ、切除プローブ、真空プローブ、フラッシングプローブ、鋏、鉗
子、内視鏡可視化プローブ、他の眼科用装置、および／またはこれらの組み合わせであり
得る。いくつかの実装形態において、内視鏡可視化プローブは、光干渉断層画像診断法（
ＯＣＴ）を使用して手術野の直接的な可視化および／または可視化を容易にすることがで
きる。コンソール１５０の足踏みペダルサブシステム１０８は、多数の足作動式制御部を
有する足踏みペダル１１０を含む。例えば、ユーザは、例えば手術器具１１４などの手術
器具の動作周波数を増加または減少させるために手術処置中に足踏みペダル１１０を様々
な程度に押し下げ得る。コンソール１５０の他のサブシステムおよび／または関連する手
術用具について、図２を参照して以下に説明する。
【００２０】
　コンソール１５０はまた、表示装置または画面１０６を含む。ユーザは、表示装置１０
６を使用してコンソール１５０の用具および／またはサブシステムに関連する種々のパラ
メータを制御し得る。例えば、限定するものではないが、表示装置１０６がタッチ感知式
である場合、注入圧力は、タッチ入力により設定または変更され得る。本開示の態様によ
れば、種々のコンソールパラメータは、手術用顕微鏡１２０を通してユーザの視野に重ね
合わされたグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）を介して制御され得る。通信経
路１４０は、以下でより詳細に説明するように種々のコンソールパラメータを制御するた
めに手術用顕微鏡１２０がコンソール１５０と通信することを可能にする。
【００２１】
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　図２は、本開示の別の実装形態による眼科手術システム２００を図示する。システム２
００は多くの点で図１のシステム１００と同様であり、上の説明の大部分がシステム２０
０に等しく当てはまる。その点に関して、システム２００は、手術用顕微鏡１２０と、手
術用コンソール１５０とを含む。ユーザ２０２は、手術用顕微鏡１２０の接眼レンズ１２
２を覗くことにより眼２０４の手術野２０６を観察する。手術野２０６は、硝子体液、透
明な膜、網膜の部分、血管、および／または眼の他の部分を含む、眼内の種々の生体組織
を含み得る。ユーザ２０２は、手術野２０６内に位置決めされた状態で示す手術器具１１
４などの１つまたは複数の用具を使用して手術処置を行う。硝子体切除処置において、例
えば、手術器具１１４は、毛様体扁平部における強膜を通る切開部を通して硝子体腔に挿
入され得る。
【００２２】
　手術器具１１４に加えて、種々の他の用具は、ユーザが手術処置を行っている間、手術
野２０６内に位置決めされるかまたは手術野２０６を治療するために使用され得る。例え
ば、手術用コンソール１５０は、照明装置２４４、注入装置２４６、レーザ装置２４８、
および／または吸引装置２５０と通信し得る。いくつかの実装形態において、照明装置２
４４は、眼用シャンデリア、スポット照明器、内部照明器、光ファイバ光源、および／ま
たは手術野２０６を照明する他の装置である。いくつかの実装形態において、注入装置２
４６は、眼圧を維持するおよび／または眼２０４から材料を洗い流すなどのために眼２０
４内に流体を送達する注入カニューレである。いくつかの実装形態において、レーザ装置
２４８は、例えば、切開部の作成、光凝固術中の血管の焼灼、および／またはレーザエネ
ルギーを使用した他の手術処置などのために眼２０４にレーザ光を送達する。いくつかの
実装形態において、吸引装置２５０は、手術野２０６から流体および／または生体材料を
排出するための管腔を含み得る。照明装置２４４、注入装置２４６、レーザ装置２４８、
および／または吸引装置２５０は、用具およびコンソール１５０が機械的通信、電気通信
、空気圧通信、流体通信、および／または他の所望の種類の通信を行うように導管を介し
てコンソール１５０に結合され得る。１つまたは複数の用具は、単一の手持ち器具に一体
化され得る。例えば、吸引管腔は、吸引装置２５０と手術器具１１４とが単一の手持ち器
具となるように手術器具１１４に一体化され得る。手術器具１１４、照明装置２４４、注
入装置２４６、レーザ装置２４８、および／または吸引装置２５０は、それぞれ１つまた
は複数の調整可能な動作パラメータを有する。一括して、動作パラメータは、コンソール
設定として参照され得る。本開示の一態様において、ユーザ２０２は、手術用顕微鏡の光
路に表示されたＧＵＩを介して動作パラメータを設定および／または調整し得る。
【００２３】
　いくつかの装置、例えば、照明装置２４４、注入装置２４６、レーザ装置２４８、およ
び吸引装置２５０について説明されているが、本開示の範囲はそのように限定されるもの
ではない。むしろ、手術処置中に使用される他の種類の装置も本開示の範囲内である。
【００２４】
　システム２００はまた、手術用顕微鏡１２０と手術用コンソール１５０とに結合された
計算装置２１０を含む。いくつかの実装形態において、計算装置２１０は、手術用顕微鏡
１２０および／または手術用コンソール１５０と異なるものである。他の実装形態におい
て、計算装置２１０は、手術用顕微鏡１２０および／または手術用コンソール１５０に一
体化される。計算装置２１０の実装形態について、図３を参照して以下で更に詳細に説明
する。概して、計算装置２１０は、種々の手術用具の制御に関するコンピュータ命令を実
行するように動作可能な処理およびメモリ部品を含む。例えば、計算装置２１０は、手術
器具１１４、照明装置２４４、注入装置２４６、レーザ装置２４８、および／または吸引
装置２５０に制御信号を送信し得る。計算装置２１０は、１つまたは複数の用具の動作パ
ラメータを増加させ、減少させ、および／または他に修正するために、１つまたは複数の
ユーザ入力に応答して制御信号を生成し得る。本明細書で説明するように、ユーザ入力は
、手術用顕微鏡１２０を通してユーザの視野に重ね合わされたＧＵＩを介して受信され得
る。図３を参照して以下で更に説明するように、ＧＵＩに関連する表示データは、計算装
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置２１０により生成され得る。
【００２５】
　システム２００は、計算装置２１０と通信する入力装置２１８を含む。ユーザは、入力
装置２１８を介してコンソール設定を設定および／または変更するためのユーザ入力を提
供し得る。特に、入力装置２１８は、ユーザの視野に重ね合わされるＧＵＩ内で選択を行
うために使用され得る。ユーザ入力装置２１８は、手術用顕微鏡１２０、コンソール１５
０、手術器具１１４、照明装置２４４、注入装置２４６、レーザ装置２４８、および／ま
たは吸引装置２５０と異なるものであるか、またはこれらと一体化され得る。いくつかの
実装形態において、ユーザ入力装置２１８は、遠隔装置、ワイヤレスマウス、またはＧＵ
Ｉ内の選択カーソルを制御するタッチスクリーンディスプレイである。いくつかの実装形
態において、ユーザ入力装置２１８は、図１に示す例に図示するように、足踏みペダル１
０８である。その点に関して、ユーザ入力装置２１８は、ＧＵＩ内のカーソルの制御を含
む、異なる種類の入力をユーザが提供することを可能にするボタン、スイッチ、スクロー
ル装置、ジョイスティック、および／または他の制御部を含み得る。いくつかの事例にお
いて、ユーザ入力装置２１８の個々の制御の各々は、コンソール設定の効率的な選択およ
び／または調整を容易にするために特定のコマンドに対応付けられ得る。
【００２６】
　いくつかの実装形態において、入力装置２１８は、ジェスチャまたは動き認識システム
または装置を含む。ジェスチャまたは動き認識システムは、例えば、ユーザの手または指
を追跡する撮像装置を含み得る。撮像装置により取得された撮像データは、種々のユーザ
入力を認識するために計算装置２１０により処理され得る。ユーザは、手術野２０６内に
配置される手持ち具の把持を維持しながらユーザの指または手でジェスチャまたは動きを
行い得る。その点に関して、入力装置２１８は、ジェスチャを入力として使用する制御装
置とすることができる。他の実装形態では、ユーザ入力ジェスチャを行うためにユーザの
手の一方または両方を手持ち具から移動させ得る。
【００２７】
　いくつかの実装形態において、手術野２０６内の手持ち具の１つまたは複数は、タッチ
感知パッドなどのユーザ入力装置を含み得る。例えば、手術器具１１４の外面は、ユーザ
が通常把持する器具の領域にタッチパッドを含み得る。タッチ感知パッドは、手術器具１
１４、照明装置２４４、注入装置２４６、吸引装置２５０、レーザ装置２４８、手術用顕
微鏡１２０、コンソール１５０、および／またはシステム１００の他の部品に配置するこ
とができる。
【００２８】
　計算装置２１０は、ＧＵＩ選択を行うためのユーザ入力ジェスチャを決定するために、
タッチパッド上のユーザの手または指の動きを表す信号を処理し得る。いくつかの実装形
態において、入力装置２１８はタブレット装置であり得る。例えば、タブレット装置は、
顕微鏡１２０および／またはコンソール１５０から離隔して位置決めすることができる。
タブレット装置は、顕微鏡１２０および／またはコンソール１５０と有線または無線通信
し、かつ例えばコンソール１５０を介して手術器具１４４に通信可能に結合させることが
できる。
【００２９】
　いくつかの事例において、入力装置２１８は、視線を入力として使用する制御装置であ
り得、かつユーザ入力を決定するためにユーザの眼を検出し追跡するように構成され得る
。いくつかの事例において、入力装置２１８は、ユーザ２０２が発する音声コマンドによ
りユーザ入力を受信するように構成された音声認識装置であり得る。計算装置２１０は、
ＧＵＩ選択を行うためのユーザの音声または眼の動きを表す信号を処理し得る。
【００３０】
　いくつかの実装形態において、ユーザ入力装置２１８は、器具追跡システムを含む。器
具追跡システムは、手術野２０６内の手術器具１１４および／または他の器具の位置を追
跡する撮像装置を含み得る。例えば、いくつかの事例において、撮像装置は、遠位先端が
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解剖学的構造にいつ接触するか、および遠位先端が解剖学的構造からいつ離間するかを含
む、手術器具１１４の遠位先端の動きを特定し得る。撮像装置により取得された撮像デー
タは、種々のユーザ入力を認識するために計算装置２１０により処理され得る。例えば、
計算装置２１０は、遠位先端が解剖学的構造から離間している間に行われた動きと、遠位
先端が解剖学的構造に近接または接触している間に行われた動きとを区別し得る。例えば
、いくつかの実装形態において、計算装置は、ＧＵＩ選択を行うために遠位先端が解剖学
的構造から離間している間に行われた動きをユーザ入力と解釈し得る。
【００３１】
　概して、手術用顕微鏡１２０は、眼科処置中に使用されるように構成された任意の手術
用顕微鏡であり得る。顕微鏡１２０の光学系ハウジング１３２が示されており、この光学
系ハウジング１３２は、集束レンズ、ズームレンズ、対物レンズ２３８などのレンズ２４
２ａ、２４２ｂを含み得る。ユーザ２０２は、ズームレンズの相対的な位置決めを変更す
ることにより倍率および／または視野を調整し得る。種々のミラー、フィルタ、回折格子
、および／または、ビームスプリッタ２３６およびビーム結合器２３４ａ、２３４ｂなど
の他の光学部品がハウジング１３２内に含まれ得ることが理解される。
【００３２】
　眼科手術システム２００は、撮像装置２３２を含み得る。撮像装置２３２は、デジタル
撮像装置であり得る。例えば、カメラまたはビデオカメラは、手術野２０６のライブのリ
アルタイムビューを共に形成する手術野２０６の一連の静止画像またはフレームを取得す
るように構成され得る。その点に関して、撮像装置２３２は、電荷結合素子（ＣＣＤ）イ
メージセンサ、相補型金属酸化膜半導体（ＣＭＯＳ）センサ、および／または他のイメー
ジセンサなどのイメージセンサを含み得る。撮像装置２３２は、手術野２０６から反射さ
れた光を受光するように構成され得る。
【００３３】
　ビームスプリッタ２３６は、反射光の別の部分が接眼レンズ１２２へ通過することを可
能にする一方、レンズ２３１を通して反射光の一部分を撮像装置２３２に導くように構成
され得る。ビームスプリッタ２３６は、例えば、ガラスプリズム、金属被覆ミラー、ダイ
クロイックミラー、ダイクロイックミラー付きプリズム、ノッチフィルタ、ホットミラー
、コールドミラー、および／または他の光学装置を含み得る。撮像装置２３２へ向かう反
射光の部分は、手術用顕微鏡１２０の内部または外側などの光路に沿った任意の好適な箇
所で分割され得る。例えば、ビームスプリッタ２３６は、接眼レンズ１２２と対物レンズ
２３８との間またはレンズ２４２ｂと対物レンズ２３８との間に位置決めされ得る。撮像
装置２３２はまた、イメージセンサで受光した光を解釈して、イメージセンサに通信可能
に結合された計算装置２１０により使用される画像データを生成するための処理部品、メ
モリ部品、および／または他の電気部品を含み得る。撮像装置２３２は、画像データを計
算装置２１０に送信し得る。
【００３４】
　眼科手術システム２００は、手術用顕微鏡１２０の光路にグラフィックオーバーレイを
出力するように動作可能な表示装置２２２ａ、２２２ｂを含むことができる。立体顕微鏡
に関して、図２の図示の実装形態と同じように、２つの表示装置２２２ａ、２２２ｂがユ
ーザ２０２の各眼に対する異なる光路に対応する。他の実装形態では、単一の表示装置が
グラフィックオーバーレイを両方の光路に出力し得る。
【００３５】
　表示装置２２２ａ、２２２ｂは、例えば、デジタル光処理（ＤＬＰ）装置、液晶表示（
ＬＣＤ）装置、発光ダイオード（ＬＥＤ）装置、液晶オンシリコン（ＬＣｏＳ）装置、他
の装置、および／またはこれらの組み合わせを含む任意の表示装置であり得る。表示装置
２２２ａ、２２２ｂは、観察者２０２が手術用顕微鏡１２０を使用して手術野２０６を観
察しながら同時にグラフィックオーバーレイを視認し得るように手術用顕微鏡１２０と光
通信し得る。表示装置２２２ａ、２２２ｂからの光は、ビーム結合器２３４ａ、２３４ｂ
へレンズ２２４ａ、２２４ｂをそれぞれ通過する。ビーム結合器２３４ａ、２３４ｂは、
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それぞれ表示装置２２２ａ、２２２ｂからの光を手術野２０６から反射された光と合成す
るように構成される。合成された光は、接眼レンズ１２２で受光される。いくつかの実装
形態において、ビーム結合器２３４ａ、２３４ｂは、例えば、ガラスプリズム、金属被覆
ミラー、ダイクロイックミラー、ダイクロイックミラー付きプリズム、ノッチフィルタ、
ホットミラー、および／またはコールドミラーを含み得る。表示装置２２２ａ、２２２ｂ
からの光は、例えば手術用顕微鏡１２０の内部または外側などの光路に沿った任意の箇所
で反射光と合成され得る。いくつかの事例において、ビーム結合器２３４ａ、２３４ｂは
、図示のように、接眼レンズ１２２と対物レンズ２３８との間に位置決めされ得る。他の
事例において、ビーム結合器２３４ａ、２３４ｂは、顕微鏡１２０内の他の場所に位置決
めされ得る。
【００３６】
　撮像装置２３２および表示装置２２２ａ、２２２ｂは、手術用顕微鏡１２０に固定的ま
たは取り外し可能に結合され得る。例えば、固定的に結合される装置は、手術用顕微鏡１
２０と一体化されるか、または手術用顕微鏡１２０上／内に一体的に配置され得る。例え
ば、取り外し可能に結合される装置は、手術用顕微鏡１２０に対して選択的に追加または
取り外され得るアドオンモジュールに含まれ得る。手術用顕微鏡１２０は、計算装置２１
０、撮像装置２３２、表示装置２２２ａ、２２２ｂ、および／または入力装置２１８間で
の電気通信、光通信、および／またはデータ通信を容易にするための種々の部品（例えば
、配線、接点、インターフェースなど）を含み得る。
【００３７】
　図３は、いくつかの実装形態による計算装置２１０のブロック図である。計算装置２１
０は、メモリ３０４と通信する１つまたは複数のプロセッサ３０２などの処理回路を含む
。計算装置２１０はまた、プログラマブルコード命令を実行する１つまたは複数のプログ
ラマブルプロセッサユニット３０５を含む。この例において、プログラマブルプロセッサ
ユニット３０５は、グラフィックオーバーレイモジュール３０６と、コンソール状態モジ
ュール３０８と、入力検出モジュール３１０と、照明制御モジュール３１２と、手術装置
制御モジュール３１４と、注入制御モジュール３１６と、吸引制御モジュール３１８と、
レーザ制御モジュール３２０とを含む。プロセッサ３０２は、顕微鏡ビューに表示された
ＧＵＩを介してユーザがコンソール設定を選択することを可能にするために、メモリ３０
４に記憶されたコンピュータ命令を実行し得る。例えば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡ
Ｍ）、強誘電体ランダムアクセスメモリ（ＦＲＡＭ）、またはフラッシュメモリなど、典
型的には半導体メモリであるメモリ３０４は、プロセッサ３０２とのインターフェースを
とる。そのようなものとして、プロセッサ３０２は、メモリ３０４に対して書き込みおよ
び読み出しを行い、かつ半導体メモリ３０４の管理に関連する他の共通の機能を果たし得
る。計算装置２１０の処理回路は、論理機能を果たすことが可能である、電源ピンと入力
ピンと出力ピンとを備えた集積回路であり得る。種々の実装形態において、計算装置２１
０のプロセッサ３０２は、対象装置コントローラ、または手術システム１００もしくは２
００の２つ以上の部品を制御するように構成されたマイクロプロセッサ、および／または
これらの組み合わせである。
【００３８】
　グラフィックオーバーレイモジュール３０６は、グラフィックオーバーレイに関連する
表示データを生成するためのコンピュータ実行可能命令を含む。例えば、グラフィックオ
ーバーレイは、１つまたは複数のコンソール設定を選択および／または修正するためのＧ
ＵＩを含み得る。例えば、グラフィックオーバーレイモジュール３０６により、ユーザは
、手術器具１１４の動作周波数もしくは切断速度、照明装置２４４の波長および／もしく
は強度、注入装置２４６に関連する所望の眼圧、レーザ装置２４８の波長、スポット径、
出力、および／もしくはパルス持続時間、吸引装置２５０に関連する吸引レベル、ならび
に／または眼科手術システムの他のパラメータを選択または修正し得る。コンソール設定
の例が提供されているが、特にこれらの例は異なる装置にも適用されるため、本開示の範
囲はそのように限定されるものではない。むしろ、提供された例は単なる例示的なものに
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過ぎない。装置の１つもしくは複数に関するか、または例えば図１に示す眼科手術システ
ム１００などの手術システムの他の態様に関連する他のコンソール設定も本開示の範囲内
である。
【００３９】
　計算装置２１０は、手術用顕微鏡１２０の視野内にＧＵＩを出力する表示装置２２２ａ
、２２２ｂ（図２に示す）に表示データを送信し得る。グラフィックオーバーレイモジュ
ール３０６により生成されたＧＵＩの例示的な実装形態が図４に図示されている。図４に
示しかつ以下でより詳細に論じるように、グラフィックオーバーレイは、ユーザの視野の
一部分に重なるように位置決めされ得る。グラフィックオーバーレイモジュール３０６お
よび／または表示装置２２２ａ、２２２ｂは、例えば、大きさ、形状、位置、透明度など
の種々のパラメータを有するグラフィックオーバーレイを提供するように構成され得る。
【００４０】
　コンソール状態モジュール３０８は、コンソールおよび／またはコンソールと通信する
用具の動作状態を決定するためのコンピュータ実行可能命令を含む。例えば、計算装置２
１０は、手術器具１１４、照明装置２４４、注入装置２４６、レーザ装置２４８、および
／または吸引装置２５０から、現在の動作状態（例えば、実際の切断速度、実際の注入圧
力など）を示す信号を受信し得る。受信した状態信号のグラフィック表示は、グラフィッ
クオーバーレイモジュール３０６により生成されたグラフィックオーバーレイに含まれ得
る。いくつかの事例では、計算装置２１０により生成され手術用具に送信された制御信号
を、受信した状態信号と見なし得る。
【００４１】
　入力検出モジュール３１０は、顕微鏡１２０を使用して視認可能なＧＵＩを介して１つ
または複数のコンソール設定を選択および／または修正するために使用されるユーザ入力
を決定するためのコンピュータ実行可能命令を含む。入力検出モジュール３１０は、例え
ば、足踏みスイッチボタン選択、器具ボタン選択、手または指のジェスチャ、器具の動き
、および／または入力装置２１８（図２に示す）などの他の任意の入力装置からの入力を
認識するように構成され得る。その点に関して、入力検出モジュール３１０は、入力装置
２１８および／または撮像装置２３２から受信した信号を処理する。例えば、手術器具１
１４の位置が監視される実装形態では、入力検出モジュール３１０が、撮像装置２３２に
より得られた撮像データからユーザ入力を特定し得る。例えば、入力検出モジュール３１
０は、眼内の器具の一部分の位置に基づいてユーザ入力を決定するように動作可能であり
得る。例えば、眼組織に対する器具の一部分の位置決めの変更が異なるユーザ入力に対応
し得る。他の実装形態では、例えば、器具が組織から引き離されたときなどの眼組織に対
する器具の一部分の動きがユーザ入力として解釈され得る。従って、例えば、いくつかの
事例では、入力検出モジュール３１０は、顕微鏡１２０の視野内に表示された１つまたは
複数のＧＵＩ選択肢を選択するポインタとして器具１１４の動きを解釈し得る。ユーザの
指および／または手の動きが追跡される実装形態では、入力検出モジュール３１０が、撮
像装置２３２により得られた撮像データからユーザのジェスチャがＧＵＩ選択にいつ対応
したかを判断し得る。
【００４２】
　照明制御モジュール３１２、手術装置制御モジュール３１４、注入制御モジュール３１
６、吸引制御モジュール３１８、および／またはレーザ制御モジュール３２０は、照明装
置２４４、手術器具１１４、注入装置２４６、吸引装置２５０、およびレーザ装置２４８
に対する制御信号をそれぞれ生成するためのコンピュータ実行可能命令を含む。制御信号
は、それぞれの手術用具の動作パラメータを表し得る。例えば、制御信号は、手術用具の
有効化または無効化、設定値での手術用具の機能、手術用具の動作の増加、減少、他の変
更をもたらし得、または他に手術用具動作を制御し得る。計算装置２１０は、入力検出モ
ジュール３１０により決定されたユーザ入力および／またはコンソール状態モジュール３
０８により決定された手術用具の現在の状態に応答して制御信号を生成および送信し得る
。
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【００４３】
　図４は、手術用顕微鏡（例えば、図１および図２の手術用顕微鏡１２０）を通して見ら
れ得る例示の視野４００を図示する。ユーザは、手術用顕微鏡１２０の接眼レンズを通し
て手術野２０６およびグラフィックオーバーレイ４０４を観察し得る。視野４００は、手
術用顕微鏡１２０のヘッドアップディスプレイとして説明され得る。図示の例において、
手術野２０６は、眼内の解剖学的構造を含む。特に、この例において、手術野２０６は、
網膜４３０と、血管４３２と、黄斑４３４とを含む。手術器具１１４の遠位端部も手術野
２０６内で視認可能である。図４には１つの手術器具１１４のみが図示されているが、任
意の数の器具（例えば、照明装置２４４、注入装置２４６、レーザ装置２４８、吸引装置
２５０、および／または他の好適な器具を含む）が手術野内に同時に位置決めされ得るこ
とが理解される。１つまたは複数の器具に関連するパラメータは、グラフィックオーバー
レイ４０４を使用して視認し調整することができる。
【００４４】
　グラフィックオーバーレイ４０４は、カーソル４２８と、パラメータデータを提供する
パラメータフィールド４０５と、パラメータを変更するために選択可能な調整フィールド
４０７とを含む。この実装形態において、パラメータフィールド４０５は、切断速度設定
値４０６と、注入圧力設定値４０８と、レーザパルス持続時間設定値４１０と、照明レベ
ル設定値４１２とを含む。調整フィールド４０７は、各パラメータフィールド４０５に関
連している。調整フィールド４１４は切断速度設定値４０６に関連し、調整フィールド４
１６は注入圧力設定値４０８に関連し、調整フィールド４１８はレーザパルス持続時間設
定値４１０に関連し、かつ調整フィールド４２０、４２２は照明レベル設定値４１２に関
連している。調整フィールド４１４、４１６、および４１８は、それぞれ切断速度設定値
、注入圧力設定値、および／またはレーザパルス持続時間設定値をユーザが増加または減
少させることを可能にする。調整フィールド４２０、４２２は、高いまたは低い照明レベ
ル設定値をユーザが選択することを可能にする。
【００４５】
　パラメータフィールド４０５および／または調整フィールド４０７が、図４に示す大き
さおよび形状に限定されるものではないことが理解される。むしろ、パラメータフィール
ド４０５および／または調整フィールド４０７は、ユーザがコンソールパラメータを視認
、選択、および／または修正することを可能にするための任意の大きさまたは形状の任意
のグラフィック表示であり得る。パラメータフィールド４０５および／または調整フィー
ルド４０７は、視野４００内に様々に位置決めすることができる。例えば、いくつかの事
例において、パラメータフィールド４０５および／または調整フィールド４０７は、手術
野２０６のビューの周囲に周方向などで手術野２０６のビューを取り囲むように位置決め
され得る。いくつかの実装形態において、１つもしくは複数のパラメータフィールド４０
５および／または１つもしくは複数の調整フィールド４０７は、これらの位置が図４に関
して理解されるように、手術野２０６のビューの左側、右側、上方および／または下方に
位置決めされ得る。例えば、いくつかの事例において、１つまたは複数のパラメータフィ
ールド４０５および調整フィールド４０７は、手術野２０６のビューの右側および左側に
位置決めすることができる。いくつかの事例において、パラメータフィールド４０５およ
び調整フィールド４０７は、手術野２０６のビューから離間し得る。その点に関して、パ
ラメータフィールド４０５および調整フィールド４０７は、手術野２０６のビューの全体
または一部分に重ならないように位置決めされ得る。いくつかの事例において、グラフィ
ックオーバーレイは、調整フィールド４０７を省略して、調整フィールド４０７の機能を
パラメータフィールド４０５に統合する。例えば、ユーザ２０２は、パラメータフィール
ド４０５にユーザ入力を提供することによりパラメータを調整し得る。
【００４６】
　カーソル４２８は、グラフィックオーバーレイ４０４の１つまたは複数の選択肢を選択
するユーザにより制御され得る。パラメータフィールド４０５は、パラメータ、設定値、
および／またはパラメータの現在の状態を特定する、英数字表示、記号表示、および／ま
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たはグラフィック表示を提供し得る。例えば、パラメータフィールド４０５は、文字列、
文字列の略語、記号、グラフィック、ロゴ、数値、測定単位、ならびに／またはユーザ２
０２が、例えば、パラメータフィールドの性質およびパラメータフィールドの現在の状態
を理解することと、１つまたは複数のパラメータを視認および／または調整することとを
可能にする他の内容を含み得る。４つの例示的なコンソールパラメータが図４に図示され
ている。１つ、２つ、３つ、４つ、またはそれを超えるパラメータフィールド４０５が種
々の実装形態においてグラフィックオーバーレイ４０４に含まれ得ることが理解される。
更に、表示されるパラメータフィールドの数および性質は、例えば、行われる手術処置の
性質、手術処置の段階または状態、利用される器具の数、またはユーザの個人的な嗜好な
どの種々の要因に応じて異なり得る。パラメータフィールド４０５内に列挙されるコンソ
ールパラメータは、切断速度、動作周波数、注入圧力、別の注入圧力、照明レベル、照明
波長、真空吸引レベル、レーザ出力、レーザパルス持続時間、レーザ波長、および／また
は他のパラメータを含み得る。パラメータフィールド４０５内に記載されたコンソールパ
ラメータはまた、切断速度、動作周波数、注入圧力、照明レベル、照明波長、真空吸引レ
ベル、レーザ出力、レーザパルス持続時間、レーザ波長、レーザエネルギージアテルミー
出力、ジアテルミーエネルギーおよび／または他のパラメータを含む、１つまたは複数の
コンソールパラメータの現在／実際の状態を含み得る。
【００４７】
　それぞれの調整フィールド４０７は、パラメータフィールド４０５に隣接して表示され
る。ユーザは、カーソル４２８を調整フィールド４０７上に移動させて、コンソールパラ
メータ設定値を変更する選択を行い得る。例えば、切断速度設定値４０６を増加または減
少させるために、ユーザは、カーソル４２８を使用して調整フィールド４１４内の上向き
矢印または下向き矢印をそれぞれ選択し得る。その点に関して、いくつかの調整フィール
ドは、他の調整フィールドが設定値選択肢（例えば、調整フィールド４２０、４２２）の
リストからの選択を可能にする一方、設定値（例えば、調整フィールド４１４、４１６、
４１８など）間のスクロールを可能にし得る。例えば、ユーザは、照明レベル設定値４１
２に関して高い選択肢４２０と低い選択肢４２２との間で選択し得る。グラフィックオー
バーレイ４０４はまた、眼内へのガス、液体、空気、シリコーン油、および／または他の
材料の注入を有効にするためのパラメータフィールドおよび／または調整フィールドを含
み得る。
【００４８】
　いくつかの実装形態において、グラフィックオーバーレイ４０４は、コンソール１５０
および／または手術用顕微鏡１２０が動作可能である間、常に有効にされる。いくつかの
実装形態において、オーバーレイ４０４は、ユーザなどにより選択的に有効にされ得る。
例えば、いくつかの事例において、視野４００は、オーバーレイ４０４が手動でまたは自
動的に有効にされるまでオーバーレイを含まなくてもよい。例えば、いくつかの実装形態
において、視野４００は、ユーザによる有効化フィールドの選択に応答してグラフィック
オーバーレイ４０４を手動で有効または無効にするための有効化フィールド４２６を含み
得る。他の事例において、グラフィックオーバーレイ４０４は、ユーザ入力に基づいてお
よび／またはイベントの設定もしくは発生に基づいて自動的に有効にされ得る。グラフィ
ックオーバーレイ４０４の有効化または無効化をトリガするイベントの発生は、眼科手術
システム１００、例えば、計算装置２１０により検出され得る。
【００４９】
　いくつかの実装形態において、グラフィックオーバーレイ４０４は、ユーザがカーソル
４２８の移動を開始したときに提供され得る。いくつかの実装形態において、グラフィッ
クオーバーレイ４０４は、ユーザがコンソールパラメータの設定または調整を望んでいる
と計算装置がユーザ入力信号に基づいて判断したときに自動的に有効にされ得る。例えば
、手術器具１１４が追跡される実装形態において、グラフィックオーバーレイ４０４は、
手術器具１１４を眼内の解剖学的構造から離間させたときに有効にされ得る。いくつかの
事例において、グラフィックオーバーレイ４０４は、手術器具１１４を解剖学的構造に向
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けて移動させたときに無効にされ得る。いくつかの実装形態において、ユーザ入力装置（
例えば、足踏みスイッチ、手術器具など）に配置されたボタンまたは制御装置は、グラフ
ィックオーバーレイ４０４を有効または無効にするために選択され得る。いくつかの実装
形態において、グラフィックオーバーレイ４０４は、一定期間後に自動的に無効にされる
かまたはタイムアウトする。
【００５０】
　図４に示す実装形態は、多くの設定の中から少ない数のコンソール設定を選択または調
整する選択肢を提供し得る。その点に関して、グラフィックオーバーレイ４０４は、最も
頻繁に使用されるコンソール設定などのコンソール設定の特定の群へのアクセスを提供す
る選択肢のクイックメニューまたは簡略メニューと見なされ得、またはグラフィックオー
バーレイ４０４は、コンソール設定の例示のユーザ選択嗜好を表し得る。いくつかの実装
形態では、全選択肢フィールド４２４がグラフィックオーバーレイ４０４に含まれる。全
選択肢フィールド４２４の選択により、コンソール設定の全メニューを手術野２０６に重
なるように表示させ得る。その点に関して、コンソール設定の全メニューは、コンソール
ディスプレイ１０６（図１）のＧＵＩと同様であり得る。全メニューを使用して、ユーザ
は、ヘッドアップディスプレイから任意の所望のコンソール設定に変更することができ得
る。
【００５１】
　グラフィックオーバーレイ４０４に関連する種々の視覚的設定またはグラフィック設定
がユーザにより調整可能であり得る。例えば、グラフィックオーバーレイは、関連する位
置、透明度、大きさ、色、コントラスト、および／または他の好適なグラフィックパラメ
ータを有し得る。例えば、パラメータフィールドおよび／または調整フィールドは、視野
４００の上部に、下部に、および／または側部に沿って位置決めされ得る。別の例として
、グラフィックオーバーレイ４０４の透明度は、パラメータフィールドおよび／または調
整フィールドを通して手術野２０６が依然として視認可能であるように設定され得る。
【００５２】
　図５は、眼科手術システムを動作させる例示の方法５００のフローチャートを図示する
。図示のように、方法５００は、多くの列挙されたステップを含むが、方法５００の実装
形態は、列挙されたステップの前、後、および間に追加のステップを含み得る。いくつか
の実装形態において、列挙されたステップの１つまたは複数を省略し得、または異なる順
序で実行し得る。
【００５３】
　ステップ５１０では、方法５００は、手術用顕微鏡を通して、患者の眼などの手術野を
ユーザが可視化することを含む。その点に関して、ユーザは、顕微鏡光学系を使用して手
術野を視認し得る。ステップ５２０では、方法５００は、ユーザが手術用具を患者の眼に
挿入することを含む。切断プローブまたは硝子体切除術用プローブなどの手術用具は、手
術作業を行うように構成され得る。手術用具は、手術用コンソールと通信し得る。いくつ
かの実装形態では、とりわけ注入カニューレ、照明装置、および切断プローブなどの複数
の手術用具がステップ５２０において患者の眼に挿入され得る。
【００５４】
　ステップ５３０では、方法５００は、グラフィックオーバーレイに関連する表示データ
を表示装置に出力する計算装置を含む。計算装置は、手術用顕微鏡および／または手術用
コンソールと通信し得る。表示装置は、グラフィックオーバーレイが手術用顕微鏡の視覚
経路または視野に提供され得るように手術用顕微鏡と光通信し得る。ステップ５４０にお
いて、方法５００は、手術用顕微鏡の視野内にグラフィックオーバーレイを提供する表示
装置を含む。例えば、ユーザは、手術用顕微鏡を通して手術野とグラフィックオーバーレ
イとを同時に視認し得る。グラフィックオーバーレイは、ステップ５２０において眼に挿
入される用具に関連する１つまたは複数の設定可能なパラメータを含み得る。いくつかの
実装形態において、グラフィックオーバーレイは、設定値のグラフィック表示および／ま
たはパラメータの現在の状態を含み得る。いくつかの実装形態において、グラフィックオ



(16) JP 2019-509072 A 2019.4.4

10

20

ーバーレイは、１つまたは複数の設定可能なパラメータを修正するための調整機能部（例
えば、選択肢のリスト、スクロールバーまたは矢印など）を含む。いくつかの実装形態に
おいて、方法５００は、グラフィックオーバーレイを表示または非表示にするためのユー
ザ入力を受信することを含む。
【００５５】
　ステップ５５０では、方法５００は、用具の設定可能なパラメータの１つまたは複数を
調整するユーザ入力を計算装置が受信することを含む。例えば、ユーザ入力は、眼に挿入
される手術用具の動作を増加させ、減少させ、および／または他に修正し得る。ユーザ入
力は、ユーザ入力装置から受信され得る。いくつかの実装形態において、ユーザ入力は、
（例えば、手または指での）ユーザのジェスチャ、用具動作、足踏みスイッチボタンの選
択、および／または用具ボタンの選択を表し得る。他のユーザ入力が使用され得る。
【００５６】
　ステップ５６０では、方法５００は、ユーザ入力に基づいて手術用具に制御信号を出力
する計算装置を含む。計算装置は、ステップ５４０においてユーザにより選択されたコン
ソールパラメータの修正を実施するために制御信号を生成し得る。例えば、制御信号は、
手術用具の動作を増加させ、減少させ、および／または他に修正し得る。ステップ５７０
では、方法５００は、パラメータの調整された用具を使用してユーザが手術処置を行うこ
とを含む。例えば、ユーザは、動作周波数の修正された硝子体切除術用プローブを使用し
て硝子体切除処置を行い得る。
【００５７】
　当業者であれば、本開示に包含される実装形態が、上で説明した特定の例示的な実装形
態に限定されるものではないことを認識するであろう。その点に関して、例示的な実装形
態を示し説明してきたが、幅広い修正形態、変更形態、組み合わせ、および置換形態が前
述の本開示において考慮される。前述のものに対するそのような変形形態が本開示の範囲
から逸脱することなくなされ得ることが理解される。従って、添付の特許請求の範囲が広
範にかつ本開示と矛盾しないように解釈されることが適切である。
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https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3bb43198-f93a-433a-809b-cf4f85e513bf
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/056920889/publication/JP2019509072A?q=JP2019509072A

